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も
の
も
特
異
で
あ
る
。
漢
文
で
書
か
れ
、
か
な
り
の
文
飾
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
特
に
『
和
歌
体
十
種
』『
古
今
集
』
真
名
序
の
語

句
を
基
盤
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
沢
正
夫
氏
に
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
）
3
（

る
。
萩
谷
氏
も
そ
の
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」

に
対
し
て
「
尤
も
基
俊
の
追
判
は
、
歌
合
の
勝
負
を
離
れ
て
、
相

番
敵
手
俊
頼
の
和
歌
に
、
極
め
て
理
解
の
あ
る
態
度
を
示
し
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
自
ら
の
教
養
と
理
解
と
を
誇
示

し
、
後
世
に
同
情
を
求
め
よ
う
と
い
う
ペ
タ
ン
の
所
産
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
し
、
浅
田
氏
も
「
枕
詞
や
序
詞
を
用
い
た
り
、

あ
る
い
は
対
句
を
活
用
し
て
の
装
飾
が
目
立
つ
」
と
す
）
4
（

る
。

　

康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」
の
追
判
だ
け
で
な
い
。

基
俊
の
他
の
判
詞
も
、
頻
繁
に
文
飾
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
特
異
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
そ
れ
以
後
に
お
け
る
歌
合
判
詞
の

趨
勢
を
決
定
す
る
要
因
と
も
な
っ
た
。

は
じ
め
に

　

院
政
期
に
入
っ
て
、
歌
合
は
飛
躍
的
に
そ
の
表
現
形
態
を
広
げ

て
行
っ
た
。
萩
谷
朴
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
成
立
段
階
に

お
い
て
証
本
は
一
つ
と
は
限
ら
な
く
な
）
1
（

り
、
浅
田
徹
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
歌
合
判
詞
を
自
か
ら
が
記
す
よ
う
に
な
）
2
（

る
。
さ
ら
に

は
、
例
え
ば
、
寛
治
七
年
「
郁
芳
門
院
根
合
」
に
は
、『
江
記
』

『
中
右
記
』
な
ど
の
私
的
な
記
録
が
存
在
し
、
寛
治
八
年
『
高
陽

院
七
番
歌
合
』
に
は
、
筑
前
と
源
経
信
の
消
息
文
が
残
さ
れ
、
そ

れ
ら
が
後
に
、
歌
合
証
本
と
同
時
に
論
じ
ら
れ
た
り
、
歌
合
本
文

に
組
み
込
ま
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
康
和
二
年
「
源
宰
相
中

将
家
和
歌
合
」
に
お
い
て
も
、
俊
頼
の
歌
だ
け
を
取
り
上
げ
た
藤

原
基
俊
の
追
判
が
後
に
記
さ
れ
、
そ
れ
が
当
日
の
判
詞
と
歌
と
に

合
わ
せ
て
記
さ
れ
る
と
、
歌
合
本
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
よ

う
に
な
る
。

　

そ
の
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」
追
判
の
内
容
そ
の

藤
原
基
俊
の
歌
合
判
詞
に
お
け
る
文
飾
と
そ
の
典
拠小　

野　

泰　

央
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と
し
て
、
漢
詩
と
和
歌
を
論
じ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
要
因
の
ひ

と
つ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

対
句
は
、
漢
文
で
書
か
れ
た
判
詞
だ
け
で
は
な
く
、
和
文
の
判

に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

詞
た
く
み
な
る
や
う
に
て
、
事
足
ら
ぬ
心
地
し
侍
る
は（
元

永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」・
三
二
）

歌
の
体
も
勝
れ
て
も
あ
ら
ず
、
詞
も
滞
り
た
る
や
う
に
見
え

侍
り（
元
永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」・
三
三
）

様
も
い
と
高
く
、
詞
を
か
し
う
は
べ
れ
ば（
保
安
二
年
「
関

白
内
大
臣
家
歌
合
」
一
六
）

言
凡
流
を
隔
て
て
、
幽
玄
に
入
れ
り（
天
治
元
年
「
奈
良
花

林
院
歌
合
」・
五
九
）

な
ど
と
あ
る
。
そ
れ
は
、
漢
文
に
よ
る
判
詞
の
延
長
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
漢
詩
文
を
頻
繁
に
引
用
す
る
基
俊
の
歌
合
へ
の
意
識
を

も
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

イ
，
歌
論
詩
論
の
表
現

　

そ
の
引
用
は
、
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」
の
追
判

が
『
和
歌
体
十
種
』『
古
今
集
』
真
名
序
の
語
句
を
基
盤
に
し
て

い
る
よ
う
に
、
歌
論
に
そ
の
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
ま
た
歌
論
に
詩
論
を
取
り
込
む
過
程
で
も
あ
っ
た
。

①
『
古
今
集
』
序
と
の
関
係

　

小
沢
氏
の
指
摘
と
は
別
に
、
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌

一
，
漢
詩
文
表
現
と
そ
の
典
拠

　

基
俊
は
、
漢
文
で
判
詞
を
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
に

は
漢
文
に
倣
っ
た
文
体
や
漢
詩
文
表
現
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
が
基
俊
判
詞
に
お
け
る
文
飾
の
特
徴
の
最
大
で
あ
る
。

ア
，
対
句

　

基
俊
の
漢
詩
文
で
表
記
さ
れ
た
判
詞
に
は
、
対
句
が
散
見
す
る
。

例
え
ば
、

唐
歌
・
和
歌
、
体
已
雖
異
、
事
理
猶
同
者
也〈
唐
歌
・
和
歌
、

体
は
已
に
異
な
る
と
雖
も
、
事
理
は
猶
ほ
同
じ
者
な
り
〉（
康

和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」
初
恋
・
四
一
）

左
詠
僻
事
、
右
似
古
歌〈
左
は
僻
事
を
詠
じ
、
右
は
古
歌
に

似
た
り
〉（
保
安
二
年
「
関
白
内
大
臣
家
歌
合
」
三
番
）

な
ど
と
あ
）
5
（

り
、
前
者
の
「
雖
異
」「
猶
同
」
と
い
う
対
は
、

今
古
雖
異
、
情
趣
猶
同〈
今
古
異
な
る
と
雖
も
、
情
趣
猶
ほ

同
じ
〉（『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
菅
原
雅
規
「
暮
春
餞
諸
故
人

赴
任
賦
風
月
一
朝
阻
詩
序
」）

土
地
雖
異
、
時
日
猶
同〈
土
地
異
な
る
と
雖
も
、
時
日
猶
ほ

同
じ
〉（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
大
江
以
言
「
於
予
州
楠
本
道

場
聴
講
法
華
経
同
賦
寿
命
不
可
量
詩
序
」）

な
ど
と
詩
序
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
は
詩
宴
歌
宴
に
お
け
る
文

書
の
意
識
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
唐
歌
・
和
歌
」
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こ
う
考
え
た
と
き
に
、
歌
論
の
源
流
に
は
、
詩
論
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
直
接
の
関
係
は
不
明

で
あ
る
が
、
基
俊
の
判
詞
に
は
、
大
江
匡
房
の
『
江
談
抄
』
に
見

ら
れ
る
評
語
と
共
通
す
る
表
現
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
、
同
じ
く
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」
の
追
判
に

お
い
て
、

契
有
り
て
わ
た
り
そ
め
な
ば
角
田
河
か
へ
ら
ぬ
水
の
心
ど
も

か
な（
後
朝
・
四
二
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

是
驚
心
自
可
以
庶
幾
而
已〈
是
れ
心
を
驚
か
し
自
ら
以
て
庶

幾
す
べ
き
の
み
〉（
後
朝
・
四
二
）

と
し
て
、「
庶
幾
」
と
い
う
語
を
用
い
る
。
こ
の
賛
辞
自
体
が
大

げ
さ
な
の
で
あ
る
）
6
（
が
、「
庶
幾
」
と
い
う
語
は
『
江
談
抄
』
に
、

紀
家
作
者
如
削
檜
木
加
磨
瑩
。
何
物
可
用
之
。
尤
可
庶
幾

云
〈々
紀
家
の
作
は
檜
の
木
を
削
り
て
磨
瑩
を
加
へ
た
る
が

ご
と
し
。
何
物
に
も
用
ゐ
る
べ
し
。
尤
も
庶
幾
す
べ
き

云
々
〉（『
江
談
抄
』
第
五
「
菅
家
御
草
事
」）

寄
其
時
代
寄
其
文
章
、
此
等
庶
幾
歟〈
其
の
時
代
に
寄
り
其

の
文
章
に
寄
り
、
此
れ
等
は
庶
幾
す
る
か
〉（『
江
談
抄
』
第

五
「
菅
家
御
草
事
」）

又
被
命
云
、
斉
信
常
庶
幾
帥
殿
・
公
任〈
又
命
せ
ら
れ
て
云

は
く
、
斉
信
常
に
帥
殿
・
公
任
を
庶
幾
す
〉（『
江
談
抄
』
第

五
「
斉
信
常
庶
幾
帥
殿
公
任
歎
中
務
宮
事
」）

合
」
の
追
判
に
は
、『
古
今
集
』
真
名
序
に
対
す
る
引
用
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
す
な
わ
ち
俊
頼
の

風
吹
か
ば
た
ち
ろ
ぐ
宿
の
板
蔀
や
ぶ
れ
に
け
り
な
し
の
ぶ
心

は（
初
恋
・
四
一
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

貫
之
已
没
、
此
定
少
知
者〈
貫
之
已
に
没
し
、
此
れ
定
め
て

知
る
者
少
な
し
〉

と
す
る
「
此
定
少
知
者〈
此
れ
定
め
て
知
る
者
少
な
し
〉」
は
、
小

沢
氏
が
指
摘
す
る
「
然
猶
時
世
澆
季
、
知
其
体
者
少〈
然
れ
ば
猶

ほ
時
世
は
澆
季
の
ご
と
き
に
し
て
、
其
の
体
を
知
る
者
少
し
〉」

（『
和
歌
体
十
種
』）に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
が
、「
已
没
」
は
、『
古
今

集
』
真
名
序
に
「
人
丸
既
没
、
和
歌
不
在
斯
哉〈
人
丸
既
に
没
す

れ
ど
も
、
和
歌
は
斯
に
在
ら
ず
や
〉」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
原
典
は
、『
礼
記
』「
壇
弓
下
」
の
「
斯
道
也
、
将

亡
矣〈
斯
の
道
也
、
将
に
亡
び
ん
と
〉」
や
『
論
語
』「
子
罕
第
九
」

「
子
畏
於
匡
。
曰
、
文
王
既
没
、
文
不
在
茲
乎〈
子
匡
に
畏
す
。
曰

く
、
文
王
既
に
没
し
た
れ
ど
も
、
文
茲
に
在
ら
ず
や
〉」
で
、
儒

教
に
お
い
て
文
の
意
義
を
記
す
根
本
的
な
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
歌
道
に
も
敷
衍
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
『
続
日
本
後
紀
』
に

「
季
世
陵
遅
、
斯
道
已
墜〈
季
世
陵
遅
に
し
て
、
斯
の
道
已
に
墜

す
〉」（
嘉
祥
二
年〈
八
四
九
〉三
月
二
十
六
日
）と
あ
る
こ
と
で
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
『
江
談
抄
』
と
の
関
係
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『
江
談
抄
』
か
ら
の
直
接
の
影
響
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
基
俊

の
『
和
漢
朗
詠
集
』「
多
賀
切
」
が
、
他
本
に
比
べ
て
『
和
漢
朗

詠
集
』
の
詩
題
注
が
夥
し
い
の
は
、「
朗
詠
江
注
」『
江
談
抄
』
へ

と
結
実
し
た
匡
房
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
出
典
作
業
の
影
響
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
基
俊
は
『
江
談
抄
』
に
も
触
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ウ
，
文
飾
と
し
て
の
漢
詩
文
表
現
―
『
和
漢
朗
詠
集
』
表
現

摂
取
―

　

別
に
、
基
俊
の
判
詞
に
は
漢
詩
文
表
現
に
典
拠
を
有
す
る
判
詞

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
が
基
俊
判
詞
に
お
け
る
漢

詩
文
影
響
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

①
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
」

　

最
も
文
飾
が
甚
だ
し
い
の
が
、
康
和
二
年
「
源
宰
相
中
将
家
和

歌
合
」
の
追
判
で
あ
る
。『
和
歌
体
十
種
』
や
『
古
今
集
』
以
外

で
も
、
先
の
示
し
た
「
風
吹
か
ば
た
ち
ろ
ぐ
宿
の
板
蔀
や
ぶ
れ
に

け
り
な
し
の
ぶ
心
は
」（
初
恋
・
四
一
）と
い
う
歌
に
対
し
て
、

此
説
、
如
披
雲
霧
見
青
天
而
已〈
此
の
説
、
雲
霧
を
披
き
て

青
天
を
見
る
が
ご
と
き
の
み
〉

と
す
る
の
は
、『
世
説
新
語
』「
賞
誉
第
八
」
に
「
命
子
弟
造
之
、

曰
、
此
人
、
人
之
水
鏡
也
。
見
之
若
撥
雲
睹
青
天〈
子
弟
に
命
じ

て
之
に
造
ら
し
め
、
曰
は
く
、
此
の
人
、
人
の
水
鏡
な
り
。
之
を

見
れ
ば
、
雲
霧
を
撥
き
て
青
天
を
睹
る
ご
と
し
〉」
と
あ
る
楽
広

な
ど
と
あ
っ
て
、
詩
論
に
使
わ
れ
て
い
）
7
（
る
。

　

さ
ら
に
、

風
吹
か
ば
た
ち
ろ
ぐ
宿
の
板
蔀
や
ぶ
れ
に
け
り
な
し
の
ぶ
心

は（
初
恋
・
四
一
）

と
い
う
歌
に
対
す
る
判
詞
に
、

此
歌
、
已
文
選
江
賦
之
体
也
。
今
人
非
所
可
及
也〈
此
の
歌
、

已
に
文
選
江
賦
の
体
な
り
。
今
人
の
及
ぶ
べ
き
所
に
非
ざ
る

な
り
〉

と
し
て
、
そ
の
『
文
選
』「
江
賦
」
の
体
で
あ
る
と
す
る
「
之
体
」

は
こ
れ
以
前
の
歌
論
に
は
見
い
だ
せ
ず
、
一
方
で
、
や
は
り
『
江

談
抄
』
に
、

故
其
体
有
風
騒
之
体〈
故
に
其
の
体
に
風
騒
の
体
有
り
〉（『
江

談
抄
』
第
五
「
匡
衡
以
言
斉
名
文
体
各
異
事
」）

本
朝
詩
可
習
文
時
之
体
事〈
本
朝
の
詩
は
文
時
の
体
を
習
ふ

べ
き
事
〉（『
江
談
抄
』
第
五
）

な
ど
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
「
今
人
非
所
可
及
也〈
今
人
の
及

ぶ
べ
き
所
に
非
ざ
る
な
り
〉」
と
す
る
表
現
も
、『
江
談
抄
』
に
、

此
事
非
心
之
所
及〈
此
の
事
心
の
及
ぶ
所
に
非
ず
〉（『
江
談

抄
』
第
五
「
菅
家
観
九
日
群
臣
賜
菊
花
御
詩
読
様
事
」）

非
心
力
之
所
及〈
心
力
の
及
ぶ
所
に
非
ず
〉（『
江
談
抄
』
第
五

「
菅
家
御
草
事
」）

な
ど
と
あ
る
。

　

独
特
な
字
句
の
一
致
を
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
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り
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』「
秋
夜
」
白
楽
天
「
上
陽
白
髪
人
」）

と
い
う
句
が
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
の
「
蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声

〈
蕭
蕭
た
る
暗
の
雨
は
窓
を
打
つ
声
あ
り
〉」
と
い
う
句
は
、
基
俊

自
身
も
、
元
永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」
の
「
さ
も
こ

そ
は
槙
の
ま
き
ふ
き
薄
か
ら
め
漏
る
ば
か
り
に
も
打
つ
時
雨
か

な
」（
時
雨
・
六
番
・
三
五
）と
い
う
歌
に
対
し
て
、「
そ
ろ
し
う
侍

り
け
る
時
雨
か
な
、
暗
雨
打
窓
声
な
ど
ぞ
唐
の
歌
に
も
侍
る
か

し
」
と
判
詞
を
記
し
て
い
る
の
で
、
す
で
に
周
知
の
作
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
さ
ら
に
、

君
こ
ふ
と
な
る
み
の
う
ら
の
浜
ひ
さ
ぎ
し
ほ
れ
て
の
み
も
と

し
を
ふ
る
か
な（
経
年
恋
・
四
五
）

と
い
う
和
歌
に
対
し
て
、

井
蛙
浅
智
、
争
知
海
鼇
之
深
心
。
籬
鷃
短
翎
、
已
忘
大
鵬
之

垂
翼
。
雖
思
逍
遥
之
義
、
似
忘
相
鼠
之
篇
而
已〈
井
蛙
の
浅

智
、
争
で
か
海
鼇
の
深
心
を
知
ら
む
。
籬
鷃
の
短
翎
、
已
に

大
鵬
の
垂
翼
を
忘
る
。
逍
遥
の
義
を
思
ふ
と
雖
も
、
相
鼠
の

篇
を
忘
る
る
に
似
た
る
の
み
〉

と
す
る
「
逍
遥
之
義
」
は
そ
の
『
荘
子
』「
逍
遥
遊
篇
」
を
、「
相

鼠
之
篇
」
は
『
詩
経
』「
国
風
」「
鄘
風
」「
相
鼠
」
を
指
す
。「
井

蛙
」
は
『
荘
子
』「
秋
水
篇
第
十
七
」「
井
蛙
不
可
以
語
於
海
者
、

拘
於
虚
也〈
井
蛙
は
以
て
海
を
語
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
虚
に
拘
れ

ば
な
り
〉」
を
、「
籬
鷃
短
翎
、
已
忘
大
鵬
之
垂
翼〈
籬
鷃
の
短
翎
、

已
に
大
鵬
の
垂
翼
を
忘
る
〉」
は
『
荘
子
』「
逍
遥
遊
篇
第
一
」
で
、

の
人
柄
を
形
容
す
る
く
だ
り
が
原
拠
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
原
拠
と

は
「
若
」
と
「
如
」
の
違
い
が
あ
っ
て
、「
如
」
と
す
る
の
は
大

江
匡
房
の

雖
闡
提
能
救
、
如
披
雲
霧
而
睹
青
天〈
闡
提
と
雖
も
能
く
救

ふ
、
雲
霧
を
披
き
て
青
天
を
睹
る
が
ご
と
し
〉（『
本
朝
続
文

粋
』
巻
十
三
「
堀
河
院
奉
為
母
后
御
八
講
願
文
」）

と
い
う
願
文
の
句
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
基
俊
自
身
の
『
新

撰
朗
詠
集
』「
仏
事
」
に
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
句
が
直
接

の
出
典
と
な
る
。
仏
の
悟
り
の
ご
と
く
、
視
界
が
開
け
て
き
た
こ

と
を
言
う
。
俊
頼
の
父
経
信
と
関
係
の
深
い
匡
房
の
句
を
以
て
、

俊
頼
の
句
を
賞
賛
し
た
と
い
う
こ
と
と
は
、
判
詞
の
典
拠
に
も
意

識
を
払
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
先
に
示
し
た
「
契
有
り
て
わ
た
り
そ
め
な
ば
角
田
河
か

へ
ら
ぬ
水
の
心
ど
も
か
な
」（
後
朝
・
四
二
）と
い
う
歌
に
対
し
て
、

就
中
腰
句
非
古
歌
。
康
和
時
勢
粧
也〈
就
中
腰
句
は
古
歌
に

非
ず
。
康
和
の
時
勢
の
粧
な
り
〉

と
す
る
「
康
和
時
勢
粧
」
と
は
、
白
詩
「
上
陽
白
髮
人
」
の

天
宝
年
中
時
勢
粧
、
上
陽
人
、
苦
最
多〈
天
宝
年
中
の
時
勢

粧
な
れ
ば
、
上
陽
の
人
、
苦
し
び
最
も
多
し
〉（『
白
氏
文
集
』

巻
三
「
上
陽
白
髮
人
」）

を
踏
ま
え
る
。「
上
陽
白
髮
人
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
、

耿
耿
残
燈
背
壁
影
、
蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声〈
耿
耿
た
る
残
り
の

燈
壁
に
背
け
る
影
、
蕭
蕭
た
る
暗
の
雨
は
窓
を
打
つ
声
あ



― 24 ―

の
影
響
を
受
け
た
朝
綱
の
句
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
基
俊
の
句
は

出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
長
承
三
年
「
中
宮
亮
顕
輔
家
歌
合
」

　

そ
の
都
良
香
と
大
江
朝
綱
の
句
に
よ
る
表
現
を
、
基
俊
は
判
詞

に
も
う
一
度
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
長
承
三
年
「
中
宮
亮
顕
輔

家
歌
合
」
の

雲
晴
れ
て
庭
さ
え
わ
た
る
月
影
は
手
に
も
た
ま
ら
ぬ
秋
の
雪

か
な（
月
・
六
番
・
右
・
一
二
・
行
宗
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

右
歌
、
文
体
雖
似
可
睹
、
於
辞
有
狐
疑
。「
手
に
も
た
ま
ら

ぬ
秋
の
雪
」
と
よ
め
る
、
若
有
本
文
歟
。
将
亦
有
証
歌
歟
。

井
蛙
智
短
、
已
迷
身
緒
。
聞
正
説
決
雌
雄
。
但
右
歌
製
体
頗

可
也〈
右
の
歌
は
、
文
体
睹
る
べ
き
に
似
た
る
と
雖
も
、
辞

に
於
い
て
狐
疑
有
り
。「
手
に
も
た
ま
ら
ぬ
秋
の
雪
」
と
よ

め
る
、
若
し
く
は
本
文
有
る
か
。
将
に
証
歌
有
ら
む
と
す
る

か
。
井
蛙
の
智
短
、
已
に
身
緒
に
迷
ふ
。
正
説
を
聞
き
て
雌

雄
を
決
す
。
但
し
右
歌
の
製
体
頗
る
可
な
り
〉（
月
・
六
番
・

右
）

と
す
る
「
井
蛙
智
短
」
は
、
先
に
示
し
た
「
井
蛙
浅
智
、
当
受
笑

於
海
鼇
。
夏
虫
短
慮
、
終
昧
弁
於
冬
冰〈
井
蛙
の
浅
智
、
当
に
笑

ひ
を
海
鼇
に
受
く
べ
し
。
夏
虫
の
短
慮
、
終
に
弁
を
冬
氷
に
昧

し
〉」（『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
都
良
香
「
神
仙
」）の
句
の
「
井
蛙
浅

智
」
と
、
そ
の
対
で
あ
る
「
短
慮
」
を
折
衷
し
た
表
現
と
な
っ
て

南
方
を
目
指
す
鵬
に
対
し
て
、「
斥
鴳
笑
之
曰
、
彼
且
奚
適
也
。

我
騰
躍
而
上
、
不
過
数
仞
而
下
、
若
翔
蓬
蒿
之
間
。
此
亦
、
飛
之

至
也
。
而
彼
且
奚
適
也〈
斥
鴳
之
を
笑
ひ
て
曰
は
く
、「
彼
且
に
奚

に
か
適
か
ん
と
す
る
な
り
。
我
騰
躍
し
て
上
る
も
、
数
仞
に
過
ぎ

ず
し
て
下
り
、
蓬
蒿
の
間
に
若
翔
す
。
此
れ
亦
、
飛
ぶ
の
至
り
な

り
。
而
る
に
彼
且
に
奚
に
か
適
か
ん
と
す
る
や
と
」〉」
と
し
て
笑

っ
た
鷃
を
踏
ま
え
る
。
動
物
を
持
っ
て
寓
意
を
示
す
こ
と
の
多
い

『
荘
子
』
に
よ
っ
て
対
を
成
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
「
井
蛙
浅

智
」
は
そ
の
ま
ま
、
次
の
都
良
香
の
句
を
引
用
し
て
い
る
。

井
蛙
浅
智
、
当
受
笑
於
海
鼇
。
夏
虫
短
慮
、
終
昧
弁
於
冬
氷

〈
井
蛙
の
浅
智
、
当
に
笑
ひ
を
海
鼇
に
受
く
べ
し
。
夏
虫
の

短
慮
、
終
に
弁
を
冬
氷
に
昧
し
〉（『
本
朝
文
粋
』
巻
三
・
都

良
香
「
神
仙
」）

　

さ
ら
に
、「
籬
鷃
短
翎
」
は
、
そ
の
都
良
香
の
句
を
踏
ま
え
た

次
の
大
江
朝
綱
の
句
に
拠
っ
て
い
る
。

籬
鷃
短
翅
、
豈
愧
九
万
里
之
搏
風
。
井
蛙
浅
心
、
忽
迷
三
千

尺
之
激
浪〈
籬
鷃
の
短
翅
、
豈
に
九
万
里
の
搏
風
を
愧
ず
。

井
蛙
の
浅
心
、
忽
ち
三
千
尺
の
激
浪
に
迷
ふ
〉（『
本
朝
文
粋
』

巻
四
「
表
下
」
大
江
朝
綱
「
為
貞
信
公
辞
太
政
大
臣
第
三

表
」）

　

都
良
香
「
神
仙
策
」
の
別
の
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』「
鶴
」

「
仙
家
付
道
士
」『
新
撰
朗
詠
集
』「
仙
家
付
道
士
」
に
取
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
良
香
の
そ
の
句
の
原
典
を
理
解
し
、
さ
ら
に
そ
の
句
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迷
ひ
ぬ
停
午
の
影
か
と
、
山
明
け
て
信
せ
ず
落
西
に
落
つ
る

光
〉（『
新
撰
朗
詠
集
』「
雪
」
大
江
匡
房
「
暁
雪
如
留
月
」）

を
踏
ま
え
て
い
）
8
（

る
。
左
右
と
も
歌
の
本
質
か
ら
飛
躍
し
た
引
用
で
、

か
つ
漢
詩
文
表
現
、
特
に
朗
詠
集
表
現
に
そ
の
典
拠
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
可
睹〈
睹
る
べ
し
〉」
と
い
う
語
句
は
さ
ら
に
、

古
の
人
あ
ら
ま
せ
ば
と
ひ
て
ま
し
今
宵
ば
か
り
の
月
は
み
き

や
と（
月
・
七
番
・
左
・
一
三
・
為
忠
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

左
歌
、
文
体
無
曲
折
、
辞
義
無
異
端
。
作
者
之
心
依
然
可
睹

〈
左
の
歌
、
文
体
曲
折
無
く
、
辞
義
異
端
無
し
。
作
者
の
心

依
然
と
し
て
睹
る
べ
し
〉（
月
・
七
番
・
左
）

と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
、

詞
花
・
言
葉
共
可
見〈
詞
花
・
言
葉
共
に
見
る
べ
し
〉（
紅

葉
・
六
番
・
左
）

と
も
あ
る
。
加
え
て
そ
の
「
曲
折
」
と
い
う
語
は
、
小
沢
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
『
和
歌
体
十
種
』
に
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
右
歌

に
対
し
て
、

右
歌
、
何
忘
我
朝
之
艶
詞
、
偏
授
漢
家
之
難
儀
。
和
歌
之
本

意
、
豈
可
然
哉
。
詠
曰
「
隈
も
な
き
月
の
光
の
さ
す
か
ら
に

な
ど
か
さ
さ
ぎ
の
ま
だ
き
た
つ
ら
む
」
と
い
へ
り
。
是
依
何

書
文
被
詠
哉
。
依
分
暉
度
鵲
鏡
詠
者
、
全
非
月
。
本
文
已
為

百
詠
文
被
歌
歟
。
若
又
、
依
魏
鵲
之
文
被
詠
者
、
又
已
乖
本

い
る
。

　

加
え
て
、
そ
の
基
俊
判
詞
の
「
可
睹〈
睹
る
べ
し
〉」
と
い
う
語

句
は
、『
礼
記
』「
礼
運
」
に
「
以
陰
陽
為
端
。
故
情
可
睹
也〈
陰

陽
を
以
て
端
と
為
す
。
故
に
情
睹
る
べ
き
な
り
〉」
と
あ
る
こ
と

が
出
典
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
決
雌
雄〈
雌
雄
を
決
す
〉」
と
い
う
語

句
は
、『
小
右
記
』
長
和
三
年（
一
〇
一
四
）五
月
十
六
日
条
に

「
今
般
廻
秘
計
、
可
決
雌
雄〈
今
般
秘
計
を
廻
ら
し
、
雌
雄
を
決
す

べ
し
〉」
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
す
で
に
熟
さ
れ
て
い
た
表
現
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
が
、
出
典
は
『
史
記
』「
項
羽
本
紀
」
の
「
願

与
漢
王
挑
戦
、
決
雌
雄〈
願
は
く
は
漢
王
と
挑
戦
し
、
雌
雄
を
決

せ
む
〉」
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
と
同
じ
番
と
し
て
左
の
、

お
な
じ
く
は
朝
日
の
影
に
う
つ
る
ま
で
し
ば
し
な
入
り
そ
山

端
の
月（
月
・
六
番
・
左
・
一
一
・
神
祇
伯
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

左
歌
、
上
句
同
字
、
頗
以
卑
陋
歟
。
又
何
為
不
賞
今
夕
停
午

之
光
、
空
可
惜
明
朝
寅
卯
之
影
哉〈
左
の
歌
、
上
句
の
同
字
、

頗
る
卑
陋
に
似
る
か
。
又
何
為
ぞ
今
夕
停
午
の
光
を
賞
せ
ず
、

空
し
く
明
朝
寅
卯
の
影
を
惜
し
む
べ
き
か
〉（
月
・
六
番
・

左
）

と
す
る
こ
の
「
停
午
」
の
語
は
、
柳
澤
良
一
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、地

白
独
迷
停
午
影
、
山
明
不
信
落
西
光〈
地
白
く
し
て
独
り
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或
垂
花
下
、
潜
増
墨
子
之
悲
。
時
舞
鬢
間
、
暗
動
潘
良
之
思

〈
或
は
花
の
下
に
垂
れ
て
、
潜
か
に
墨
子
が
悲
し
み
を
増
す
。

時
に
鬢
の
間
に
舞
ひ
、
暗
に
潘
良
の
思
ひ
を
動
か
す
〉（『
和

漢
朗
詠
集
』「
雨
」「
密
雨
散
加
糸
賦
」）

に
よ
る（「
潘
良
」
は
「
潘
郎
」
を
略
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
）。

と
い
こ
と
は
「
宋
生
」
と
い
う
語
も
、『
文
選
』
宋
玉
「
風
賦
」

を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
接
に
は
『
新
撰
朗
詠
集
』
の

柯
亭
月
閑
、
雲
遏
蔡
氏
之
曲
。
蘭
台
日
暮
、
風
舞
宋
生
之
詞

〈
柯
亭
月
閑
か
な
り
、
雲
蔡
氏
の
曲
に
遏
す
。
蘭
台
日
暮
れ

ぬ
、
風
宋
生
の
詞
に
舞
ふ
〉（『
新
撰
朗
詠
集
』「
竹
」
大
江
以

言
「
弁
松
竹
策
」）

を
踏
ま
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
新
撰
朗

詠
集
』
双
方
に
載
る
『
文
選
』
に
関
す
る
表
現
を
用
い
て
対
を
な

し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、

逢
ふ
こ
と
を
身
に
か
ふ
ば
か
り
歎
け
ど
も
つ
れ
な
き
物
は
命

な
り
け
り（
恋
・
三
番
・
左
・
五
三
・
兵
衛
督
）

と
い
う
和
歌
に
対
す
る
判
詞
に

左
歌
、
辞
花
可
以
翫
、
義
実
可
以
憐
而
已〈
左
の
歌
、
辞
花

以
て
翫
ぶ
べ
く
、
義
実
以
て
憐
れ
ぶ
べ
き
の
み
〉（
恋
・
三

番
・
左
）

と
す
る
「
可
以
翫〈
以
て
翫
ぶ
べ
く
〉」
は
、

策
馬
来
時
、
只
思
風
煙
之
可
翫
。
逢
僧
談
処
、
漸
覚
世
俗
之

文
之
意〈
右
の
歌
、
何
ぞ
我
朝
の
艶
詞
を
忘
れ
、
偏
に
漢
家

の
難
儀
を
授
か
る
。
和
歌
の
本
意
、
豈
に
然
る
べ
き
や
。
詠

じ
て
曰
は
く
「
隈
も
な
き
月
の
光
の
さ
す
か
ら
に
な
ど
か
さ

さ
ぎ
の
ま
だ
き
た
つ
ら
む
」
と
い
へ
り
。
是
れ
依
何
れ
の
書

文
に
依
り
て
詠
ぜ
ら
る
か
。
暉
を
分
か
ち
て
は
鵲
の
鏡
に
度

り
に
依
り
て
詠
ず
る
は
、
全
く
月
に
非
ず
。
本
文
は
已
に
百

詠
の
文
を
為
し
て
欺
か
る
か
。
若
し
く
は
又
、
魏
鵲
の
文
に

依
り
て
詠
ぜ
ら
る
は
、
又
已
に
本
文
の
意
に
乖
く
〉（
月
・
七

番
・
右
）

と
し
て
、『
李
嶠
百
詠
』
を
引
い
て
い
る
の
で
、
や
は
り
こ
こ
も

左
右
に
典
拠
の
あ
る
漢
文
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
句
を
踏
ま
え
て
い
る
の
が
、

秋
の
色
を
心
に
染
め
し
唐
人
も
ま
づ
は
も
み
ぢ
の
錦
よ
り
や

ぞ（
紅
葉
・
三
番
・
右
・
三
〇
・
季
通
）

と
い
う
歌
に
対
す
る
次
の
判
詞
で
あ
る
。

右
歌
、
心
感
秋
興
、
雖
類
宋
生
潘
良
之
思
、
辞
希
古
質
、
徒

仰
億
郎
万
撰
之
風〈
右
の
歌
、
心
は
秋
興
に
感
じ
、
宋
生
潘

良
の
思
ひ
に
類
す
る
と
雖
も
、
辞
は
古
質
に
希
に
し
て
、
徒

ら
に
億
郎
万
撰
の
風
を
仰
ぐ
〉（
紅
葉
・
三
番
・
右
）

　
「
潘
良
之
思
」
は
、
そ
の
前
に
「
心
感
秋
興〈
心
は
秋
興
に
感

じ
〉」
と
あ
る
か
ら
、『
文
選
』
の
潘
岳
「
秋
興
賦
」
を
意
味
す
る

が
、「
潘
良
之
思
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
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集
表
現
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
同
様
に
判
詞
に
お
け
る
文
飾
も

『
和
漢
朗
詠
集
』
表
現
を
軸
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が
『
和
漢
朗
詠

集
』
に
載
る
句
だ
け
で
は
な
く
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
載
る
句
の

原
典
に
あ
る
表
現
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
基
俊
の
『
和
漢
朗
詠

集
』「
多
賀
切
」
は
、
出
典
が
記
さ
れ
て
い
る
か
）
9
（

ら
、
原
典
に
遡

っ
た
表
現
引
用
は
、
そ
の
よ
う
な
『
和
漢
朗
詠
集
』
調
査
に
拠
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
た

句
に
つ
い
て
も
言
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
基
俊
の
『
新

撰
朗
詠
集
』
編
纂
と
も
関
連
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

二
，
縁
語
的
表
現
と
そ
の
典
拠

　

漢
詩
文
表
現
に
お
け
る
対
句
な
ど
は
、
関
連
す
る
語
句
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
和
歌
表
現
で
言
う
と
こ
ろ
の
縁
語

で
も
あ
）
10
（

る
。
基
俊
判
詞
に
は
ま
た
そ
の
縁
語
的
表
現
が
確
認
さ
れ
、

そ
こ
に
は
ま
た
典
拠
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
，
縁
語
的
表
現

　

基
俊
の
判
詞
に
お
け
る
縁
語
的
表
現
も
ま
た
、
基
俊
の
判
詞
全

般
に
わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

①
元
永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」

　

例
え
ば
、
元
永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」
の

露
結
ぶ
し
も
夜
の
数
を
か
さ
ぬ
れ
ば
た
へ
で
や
菊
の
う
つ
ろ

ひ
ぬ
ら
ん（
残
菊
・
二
番
・
二
八
・
師
俊
）

皆
空〈
馬
に
策
う
ち
て
来
る
時
、
只
だ
風
煙
の
翫
ぶ
べ
き
を

思
ふ
。
僧
に
逢
ひ
て
談
る
処
、
漸
く
世
俗
の
皆
空
な
る
こ
と

を
覚
る
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』「
山
寺
」
源
英
明
「
遊
円
成
寺
上

方
序
」）

に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
と
い
の
も
、
対
で
あ
る
「
可
以

憐〈
以
て
憐
れ
む
べ
く
〉」
も
、

可
憐
九
月
初
三
夜
、
露
似
真
珠
月
似
弓〈
憐
れ
む
べ
し
九
月

初
三
の
夜
、
露
は
真
珠
に
似
た
り
月
は
弓
に
似
た
り
〉（『
和

漢
朗
詠
集
』「
露
」
白
楽
天
「
暮
江
吟
」）

十
月
江
南
天
気
好
、
可
憐
冬
景
似
春
華〈
十
月
江
南
天
気
好

な
り
、
憐
れ
む
べ
し
冬
景
春
に
似
て
華
し
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』

「
初
冬
」
白
楽
天
「
早
冬
」）

邕
郎
死
後
罷
琴
声
、
可
憐
松
蟬
両
混
并〈
邕
郎
死
し
て
後
琴

の
声
を
罷
む
、
憐
れ
む
べ
し
松
蟬
の
両
つ
な
が
ら
混
并
せ
る

こ
と
を
〉（『
新
撰
朗
詠
集
』「
蟬
」
菅
家
万
葉
）

鳳
輦
宴
酣
方
欲
幸
、
可
憐
沛
老
狎
恩
情〈
鳳
輦
宴
酣
け
て
方

に
幸
せ
む
と
欲
す
、
憐
れ
む
べ
し
沛
老
の
恩
に
狎
た
る
情
〉

（『
新
撰
朗
詠
集
』「
庚
申
」
儀
同
三
司
「
渡
水
落
花
舞
」）

と
あ
っ
て
、
朗
詠
集
に
頻
繁
に
出
て
く
る
表
現
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

　

基
俊
の
判
詞
に
お
け
る
引
用
も
漢
詩
文
を
引
用
す
る
事
が
多
く
、

さ
ら
に
は
和
歌
に
も
漢
詩
文
表
現
が
多
い
。
と
も
に
そ
れ
は
朗
詠
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ま
た
さ
ら
に
、

霜
が
れ
に
我
独
り
と
や
白
菊
の
色
を
か
へ
て
も
人
に
み
す
ら

ん（
残
菊
・
十
一
番
・
右
・
四
六
・
時
昌
）

と
い
う
和
歌
に
対
す
る
判
詞
に
、

基
云
、
籬
を
ば
置
き
て
岩
ね
に
残
ら
ん
菊
こ
そ
松
な
ど
の
こ

こ
ち
し
侍
れ
、
右
の
、
我
独
り
と
菊
の
思
ふ
ら
ん
も
お
し
は

か
り
事
に
こ
そ
、
此
花
開
き
て
な
ど
い
ひ
て
侍
る
は
見
る
人

の
思
ふ
こ
と
に
こ
そ
侍
れ
ば
、
何
れ
も
勝
負
の
ほ
ど
見
え
ね

ば
ば
持
と
や
申
す
べ
き
。

と
あ
っ
て
、
歌
の
白
菊
が
「
我
独
り
」
と
色
を
変
え
る
と
す
る
こ

と
に
対
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
、

不
是
花
中
偏
愛
菊
、
此
花
開
後
更
無
花〈
是
れ
花
の
中
に
偏

に
菊
を
愛
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
此
の
花
開
き
て
後
更
に
花
無

け
れ
ば
な
り
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』「
菊
」
元
稹
「
十
日
菊
花
」）

と
す
る
「
此
の
花
開
き
て
」
を
挙
げ
て
、
そ
れ
は
見
る
人
の
問
題

で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
自
体
が
ま
さ
に
飛
躍
し
た
資
料
に
よ
っ
て

批
判
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
勝
敗
の
理
由
と
し
て
、「
何
れ

も
勝
負
の
ほ
ど
見
え
ね
ば
ば
」
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
「
見
る

人
」
と
関
連
さ
せ
て
は
ず
で
あ
る
。

②
保
安
二
年
「
関
白
内
大
臣
歌
合
」

　

保
安
二
年
「
関
白
内
大
臣
歌
合
」
の

暮
れ
ゆ
け
ば
し
の
び
も
あ
へ
ぬ
わ
が
恋
や
鳴
門
と
の
浦
に
満

つ
潮
の
音（
七
番
・
左
・
五
五
・
俊
頼
）

と
い
う
和
歌
に
対
し
て
、

右
歌
、
し
な
す
ぐ
れ
ね
ど
、
露
結
ぶ
し
も
よ
の
数
な
ど
文
字

つ
づ
き
あ
し
う
も
侍
ら
ね
ば
、
猶
露
結
ば
れ
ぬ
べ
き
心
ち
ぞ

し
侍
る
。

と
し
て
、
歌
の
「
露
結
ぶ
し
も
よ
の
数
」
と
い
う
句
の
文
字
続
き

が
悪
く
な
い
の
で
、
露
が
結
ん
で
し
ま
う
心
地
が
す
る
と
い
）
11
（

う
。

「
文
字
続
き
」
と
和
歌
が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
直
接
の

関
連
は
な
い
か
ら
、「
露
結
ば
れ
ぬ
べ
き
心
ち
ぞ
し
侍
る
」
は
歌

の
「
露
結
ぶ
」
と
関
連
さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、

植
し
園
心
も
置
き
ぬ
白
菊
は
あ
た
な
る
霜
に
移
り
に
け
り

（
残
菊
・
十
番
・
左
・
四
三
・
宗
国
）

菊
の
は
な
夜
の
ま
に
色
や
か
は
れ
る
と
霜
を
払
ひ
て
今
朝
み

つ
る
か
な（
残
菊
・
十
番
・
右
・
四
四
・
兼
昌
）

と
い
う
番
に
対
し
て
、

基
云
、
何
ご
と
に
て
か
は
き
く
に
心
置
き
け
ん
。
可
尋
之
。

右
、
よ
の
ま
の
色
、
心
お
ぼ
つ
か
な
し
と
て
霜
を
払
ひ
み
つ

ら
ん
こ
そ
い
と
を
か
し
う
侍
れ
。
猶
こ
な
た
ぞ
老
の
心
も
と

ま
り
ぬ
べ
き（
残
菊
・
十
番
）。

と
す
る
「
老
の
心
も
と
ま
り
ぬ
べ
き
」
は
、
右
が
勝
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
老
の
心
」
は
基
俊
自
身
の

心
を
意
味
し
、
右
歌
の
「
心
も
置
き
ぬ
」
と
を
関
連
さ
せ
て
表
現

し
て
い
る
。
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歌
の
「
風
も
お
な
じ
く
ゆ
ふ
ゐ
せ
よ
か
し
」
を
踏
ま
え
て
の
表
現

で
あ
る
。

イ
，
縁
語
的
表
現
の
典
拠

　

こ
れ
ら
の
判
詞
に
お
け
る
縁
語
表
現
は
、
対
象
と
す
る
歌
合
歌

を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
、
そ
の
和
歌
表
現
、
も
し
く
は
そ
の
和
歌

と
関
係
す
る
漢
詩
表
現
と
縁
語
的
表
現
を
成
し
て
い
る
が
、
基
俊

の
判
詞
自
体
に
は
、
対
象
と
し
た
歌
と
は
別
の
典
拠
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

①
「
披
雲
霧
而
睹
青
天
」

　

先
に
示
し
た
よ
う
に
「
風
吹
か
ば
た
ち
ろ
ぐ
宿
の
板
蔀
や
ぶ
れ

に
け
り
な
し
の
ぶ
心
は
」（
初
恋
・
四
一
）と
い
う
歌
に
対
す
る

此
歌
、
已
文
選
江
賦
之
体
也
。
今
人
非
所
可
及
也〈
此
の
歌
、

已
に
文
選
江
賦
の
体
な
り
。
今
人
の
及
ぶ
べ
き
所
に
非
ざ
る

な
り
〉（
初
恋
・
四
一
）

と
い
う
判
詞
の
「
文
選
江
賦
之
体
」
は
、
歌
の
「
風
吹
か
ば
」
と

『
文
選
』「
江
賦
」
に
お
け
る
「
随
風
猗
萎
」
な
ど
の
風
景
描
写
と

の
関
連
で
の
引
用
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
総
論
と
し
て
、

「
此
説
、
如
披
雲
霧
見
青
天
而
已〈
此
の
説
、
雲
霧
を
披
き
て
見
青

天
を
見
る
が
ご
と
き
の
み
〉」
と
す
る
こ
と
と
も
響
い
て
い
る
。

そ
の
句
が
、
和
歌
の
「
風
吹
か
ば
」
と
い
う
表
現
と
関
係
な
く
、

別
に
基
俊
が
編
纂
し
た
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
、「
雖
一
念
不
捐
、

喩
結
涓
露
而
納
秋
月
。
雖
闡
提
能
救
、
如
披
雲
霧
而
睹
青
天〈
一

よ
そ
な
が
ら
し
ら
せ
て
し
か
な
み
か
り
野
の
ま
し
ろ
の
鷹
の

木
居
の
心
を（
七
番
・
右
・
五
六
・
基
俊
）

と
い
う
和
歌
に
対
す
る
判
詞
に
、

左
歌
、「
鳴
門
の
浦
に
満
つ
潮
の
音
」
と
い
へ
る
。
無
下
に

粒
切
れ
に
匂
ひ
無
く
お
ぼ
え
は
べ
る
に
、「
真
白
の
鷹
の
古

居
の
心
」
は
い
ま
少
し
高
く
や
は
べ
ら
ん
。（
保
安
二
年

「
関
白
内
大
臣
歌
合
」・
五
五
）

と
す
る
、「
匂
ひ
」
は
美
的
美
し
さ
と
と
も
に
嗅
覚
を
表
す
語
で

あ
る
か
ら
、
和
歌
の
「
音
」
に
対
応
さ
せ
て
い
る
と
も
読
め
る
。

と
い
う
の
も
、
右
歌
に
対
す
る
「
い
ま
少
し
高
く
」
と
す
る
判
詞

は
、
歌
の
「
鷹
の
木
居
」
を
響
か
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
）
12
（

る
。

　

さ
ら
に
、

風
は
や
み
う
へ
の
の
を
ば
な
お
き
ふ
す
を
須
磨
の
浦
波
立
つ

か
と
ぞ
み
る（
二
番
・
左
・
一
七
・
上
総
）

た
び
ご
ろ
も
野
ぢ
の
く
さ
ぶ
し
さ
む
け
き
に
風
も
お
な
じ
く

ゆ
ふ
ゐ
せ
よ
か
し（
二
番
・
右
・
一
八
・
明
賢
）

と
い
う
番
に
対
し
て
の
右
歌
の
判
詞
と
し
て
、

又
、
風
も
「
ゆ
ふ
ゐ
せ
よ
」
な
ど
い
へ
る
わ
た
り
、
言
ふ
に

も
た
ら
ず
お
ぼ
え
は
べ
れ
ば
、
な
ほ
須
磨
の
浦
波
の
少
し
は

立
ち
勝
る
べ
き
に
や
。

と
し
て
「
な
ほ
須
磨
の
浦
波
の
少
し
は
立
ち
勝
る
べ
き
に
や
」
と

す
る
の
は
、
左
歌
の
方
が
歌
と
し
て
勝
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
も
左
歌
の
「
須
磨
の
浦
波
立
つ
か
と
ぞ
み
る
」
と
右
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こ
と
も
、

今
宵
の
月
に
も
勝
ち
負
け
も
見
定
め
侍
ら
ね
ば（
永
久
四
年

「
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
」
一
六
）

今
宵
の
月
の
影
こ
そ
い
づ
れ
勝
れ
り
と
申
し
が
た
く（
保
安

二
年
「
関
白
内
大
臣
歌
合
」
一
番
）

今
宵
の
月
の
光
は
同
じ
ほ
ど
に
ぞ
見
え
は
べ
る（「
奈
良
花
林

院
歌
合
」
二
番
）

な
ど
と
や
は
り
基
俊
に
定
型
化
さ
れ
て
い
）
13
（

る
。
こ
の
今
宵
の
月
の

優
劣
と
い
う
表
現
は
、
次
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
句
を
踏
ま
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

十
二
廻
中
無
勝
於
此
夕
之
好
、
千
万
里
外
皆
争
於
吾
家
之
光

〈
十
二
廻
の
中
に
此
夕
の
好
き
に
勝
る
は
無
し
、
千
万
里
の

外
に
皆
吾
が
家
の
光
を
争
ふ
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』「
八
月
十
五

夜
」
紀
長
谷
雄
「
天
高
秋
月
明
房
」）

　

十
二
ヶ
月
で
今
夜
の
月
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
皆
に
我
が
家
の

月
が
一
番
だ
と
す
る
。「
此
夕
」
は
諸
本
の
古
訓
お
よ
び
諸
注
と

も
に
、「
こ
よ
ひ
」
の
訓
で
一
致
し
て
い
る
。
月
の
気
色
に
対
し

て
「
こ
よ
ひ
」
と
す
る
こ
と
も
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
別
に
、

瑶
池
便
是
尋
常
号
、
此
夜
清
明
玉
不
如〈
瑶
池
は
便
ち
是
れ

尋
常
の
号
、
此
夜
の
清
明
は
玉
も
し
か
じ
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』

「
八
月
十
五
夜
」
菅
原
淳
茂
「
月
影
満
秋
池
」）

華
陽
洞
裏
秋
壇
上
、
今
夜
清
光
此
処
多〈
華
陽
洞
の
裏
の
秋

の
壇
の
上
、
今
夜
の
清
光
は
此
の
処
に
多
し
〉（『
新
撰
朗
詠

念
と
雖
も
捐
て
ず
、
涓
露
を
結
ん
で
納
秋
月
に
納
る
る
に
喩
ふ
。

闡
提
と
雖
も
能
く
救
ふ
、
雲
霧
を
披
き
て
青
天
を
睹
る
が
ご
と

し
〉」（『
新
撰
朗
詠
集
』「
仏
事
」
大
江
匡
房
「
観
音
讃
」）と
あ
る

こ
と
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
す
で
に
示
し
た
。

②
「
い
づ
れ
勝
れ
り
」「
今
宵
の
月
」

　

保
安
二
年
「
関
白
内
大
臣
歌
合
」
の
判
詞
に
お
い
て
、

大
方
の
様
も
い
と
優
に
も
侍
ら
ざ
め
れ
ば
、
今
宵
の
月
の
影

こ
そ
い
づ
れ
勝
れ
り
と
申
し
が
た
く（
山
月
・
一
番
）

こ
の
歌
左
も
右
も
心
も
詞
も
た
だ
同
じ
や
う
に
侍
れ
ば
、
い

づ
れ
勝
れ
り
と
見
え
は
べ
ら
ず（
山
月
・
五
番
）

と
し
て
、
と
も
に
「
い
づ
れ
勝
れ
り
」
と
す
る
の
も
、
基
俊
に
と

っ
て
慣
用
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
い
づ
れ
勝
れ
り
」
は
、『
忠

岑
集
』
に
載
る
「
躬
恒
忠
岑
が
、
か
た
み
に
お
も
ひ
け
る
こ
と
を
、

問
ひ
答
へ
け
る
」
と
す
る
詞
書
に
よ
る
躬
恒
と
忠
岑
の
問
答
歌
二

十
四
首
に
、

空
に
た
つ
春
の
霞
と
我
が
恋
と
尽
き
せ
ぬ
も
の
は
い
づ
れ
勝

れ
り（
九
六
）

と
し
て
問
歌
十
二
首
全
て
が
「
い
づ
れ
勝
れ
り
」
と
い
う
定
型
で

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
結
句
の
表
現
で
あ
る
。

　

そ
の
「
い
づ
れ
勝
れ
り
」
を
含
む
「
今
宵
の
月
の
影
こ
そ
い
づ

れ
勝
れ
り
と
申
し
が
た
く
」（
山
月
・
一
番
）と
い
う
判
詞
は
、
題

で
あ
る
「
山
月
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い

る
が
、
そ
の
「
今
宵
の
月
」
の
優
劣
を
勝
負
の
優
劣
に
見
立
て
る
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ふ
べ
ら
な
る（
残
菊
・
一
番
・
右
・
二
六
・
源
俊
頼
）

と
い
う
番
に
対
し
て
、

次
の
歌
、「
お
の
づ
か
ら
残
れ
る
菊
」
な
ど
い
へ
る
、
果
て

の
「
べ
ら
な
る
」
も
如
何
な
る
こ
と
の
文
字
続
き
に
か
あ
ら

ん
と
聞
き
慣
れ
ぬ
や
う
に
覚
ゆ
れ
ば
、
紫
の
方
に
は
今
ひ
と

し
ほ
染
め
ま
さ
り
て
、
む
つ
ま
じ
う
思
ひ
た
ま
ふ
る
。

と
す
る
「
紫
の
か
た
に
は
今
ひ
と
し
ほ
染
め
ま
さ
り
て
」
も
、
残

菊
と
い
う
題
と
そ
れ
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
歌
に
関
係
さ
せ
て
結
論

づ
け
）
14
（

る
。

　

こ
の
「
今
ひ
と
し
ほ
染
め
ま
さ
り
て
」
も
和
歌
表
現
で
あ
っ
て
、

池
ふ
か
み
ま
つ
の
緑
の
色
み
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ぞ
染
め

け
る（『
安
法
法
師
集
）・
四
七
）

し
ら
雲
は
さ
も
た
た
ば
た
て
く
れ
な
ゐ
の
今
ひ
と
し
ほ
を
君

し
染
む
れ
ば（『
詞
花
集
』
春
・
二
〇
・
康
資
王
母
）

と
き
は
な
る
松
の
み
ど
り
も
は
る
く
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色

勝
り
け
り（『
和
漢
朗
詠
集
』「
松
」
源
宗
于
）

な
ど
と
あ
る
。
そ
れ
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
た
表
現
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑥
「
袖
潤
し
け
る
人
」

　

長
承
三
年
「
中
宮
亮
顕
輔
家
歌
合
」
の
、

人
し
れ
ず
音
を
の
み
な
け
ば
衣
河
袖
の
し
が
ら
み
せ
か
ぬ
日

ぞ
な
き（
紅
葉
・
十
二
番
・
右
・
七
二
）

と
い
う
和
歌
に
対
す
る
次
の
判
詞
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。

集
』「
十
五
夜
付
月
」
白
楽
天
）

と
あ
っ
て
、
と
も
に
、
今
夜
の
月
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
、
他
日
と
の
比
較
が
そ
の
意
識
の
裏
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

③
「
真
砂
の
数
は
勝
り
ぬ
べ
き
」

　
「
奈
良
花
林
院
歌
合
」
に
お
け
る

た
と
ふ
べ
き
も
の
こ
そ
な
け
れ
君
が
代
は
浜
の
真
砂
も
数
な

か
ら
め
や（
祝
・
四
番
・
右
・
六
四
）

と
い
う
和
歌
に
対
し
て
、

右
歌
、
こ
と
に
を
か
し
き
こ
と
な
け
れ
ど
、
い
ひ
な
れ
た
る

様
な
れ
ば
、
真
砂
の
数
は
勝
り
ぬ
べ
き
心
ち
ぞ
し
侍
る
。

と
あ
る
の
も
、
そ
の
和
歌
表
現
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
て
勝
敗
を
示

し
た
の
で
あ
る
が
、
浜
の
真
砂
の
数
が
勝
る
と
い
う
の
は
、
別
に
、

し
ら
な
み
の
う
ち
や
か
へ
す
と
お
も
ふ
ま
に
浜
の
真
砂
の
数

ぞ
勝
れ
る（『
拾
遺
抄
』
雑
下
・
五
三
二
・
一
条
摂
政
）

と
あ
っ
て
、
そ
れ
も
ま
た
出
典
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
和
歌

の
表
現
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
そ
れ
に
類
す
る
勝
負
を
含
ん
だ
先

行
歌
の
表
現
を
導
き
出
し
て
、
そ
の
表
現
を
判
詞
に
用
い
た
こ
と

に
な
る
。④

「
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
い
ろ
勝
る
」

　

元
永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」
の

紫
に
匂
へ
る
菊
は
万
代
の
か
ざ
し
の
た
め
に
霜
や
置
き
つ
る

（
残
菊
・
一
番
・
左
・
二
五
・
上
総
公
）

お
の
づ
か
ら
残
れ
る
菊
を
は
つ
霜
は
我
が
置
け
ば
と
ぞ
お
も
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投
影
し
、
さ
ら
に
判
を
下
す
難
し
さ
を
そ
の
白
楽
天
の
状
態
に
見

立
て
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
脱
線
も
甚
だ
し
く
、
基
俊
に
お
け
る

縁
語
的
表
現
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。『
白
氏
文
集
』

「
琵
琶
引
」
も
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
、

間
関
鶯
語
花
底
滑
、
幽
咽
泉
流
氷
下
難〈
間
関
た
る
鶯
の
語

ら
ひ
は
花
の
底
に
滑
か
な
り
、
幽
咽
た
る
泉
の
流
れ
は
氷
の

下
に
難
む
〉（『
新
撰
朗
詠
集
』「
管
絃
」
白
楽
天
「
琵
琶
引
」）

尋
陽
江
畔
夜
送
客
、
楓
葉
荻
花
秋
索
索〈
尋
陽
の
江
の
畔
に

夜
客
を
送
る
、
楓
葉
荻
花
秋
索
索
た
り
〉（『
新
撰
朗
詠
集
』

「
餞
別
」
白
楽
天
「
琵
琶
引
」）

東
船
西
船
悄
無
言
、
只
見
江
心
秋
月
白〈
東
船
西
船
悄
と
し

て
言
ふ
こ
と
無
し
、
只
だ
見
る
江
心
に
秋
の
月
の
白
き
を
〉

（『
新
撰
朗
詠
集
』「
遊
女
」
白
楽
天
「
琵
琶
引
」）

と
あ
っ
て
、
三
首
引
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
『
新
撰
朗
詠

集
』
編
纂
と
関
連
し
た
知
識
に
基
づ
く
引
用
で
あ
る
。

　

基
俊
判
詞
に
お
け
る
縁
語
的
記
述
に
は
典
拠
が
確
認
さ
れ
る
。

そ
れ
は
特
に
勝
ち
負
け
を
決
定
づ
け
る
結
論
の
部
分
に
そ
の
傾
向

が
強
い
。
そ
れ
は
基
俊
が
、
言
わ
ば
、
歌
と
判
詞
を
合
わ
せ
て
、

歌
合
の
番
全
体
を
ひ
と
つ
の
文
章
・
作
品
と
し
て
考
え
て
い
た
か

の
よ
う
で
あ
る
。
院
政
期
に
な
っ
て
、
後
日
判
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
）
15
（

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

右
の
、「
袖
の
し
が
ら
み
せ
か
ぬ
日
ぞ
な
き
」
と
い
へ
る
を

聞
き
て
は
、
又
あ
や
な
く
右
の
袖
の
裏
に
海
士
も
釣
り
し
つ

べ
く
思
ひ
給
へ
ら
れ
て
、
こ
れ
を
聞
き
て
情
を
か
け
、
彼
に

む
か
ひ
て
心
を
通
は
す
ほ
ど
に
、
老
の
心
い
と
ど
ほ
れ
ま
ど

ひ
て
、
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
と
定
め
が
た
く
ぞ
侍
る
や
。
昔
、

潯
陽
の
江
の
ほ
と
り
に
、
夜
、
琵
琶
を
聞
き
て
み
ど
り
の
袖

潤
し
け
る
人
も
か
く
や
あ
り
け
ん
と
さ
へ
ぞ
思
ひ
や
ら
れ
け

る
。

　
「
む
か
し
潯
陽
の
江
の
ほ
と
り
」
で
、「
琵
琶
を
聞
き
て
み
ど
り

の
袖
潤
し
け
る
人
」
と
は
白
楽
天
を
指
す
。
そ
れ
は
す
で
に
萩
谷

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
『
白
氏
文
集
』「
琵
琶

引
」
が
典
拠
で
あ
る
。

淒
淒
不
似
向
前
声
、
滿
座
重
聞
皆
掩
泣
、
座
中
泣
下
誰
最
多
、

江
州
司
馬
青
衫
湿〈
淒
淒
と
し
て
向
前
の
声
に
似
ず
、
満
座

重
ね
て
聞
き
皆
泣
を
掩
ふ
、
座
中
泣
下
る
こ
と
誰
か
最
も
多

き
、
江
州
の
司
馬
青
衫
湿
ふ
〉（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
「
琵

琶
引
」）

　

基
俊
は
、
右
歌
の
「
袖
の
し
が
ら
み
せ
か
ぬ
日
ぞ
な
き
」
と
い

う
部
分
に
、
老
い
の
心
が
通
っ
て
、
左
右
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
い
る

か
決
め
ら
れ
な
い
と
し
、
潯
陽
の
江
の
ほ
と
り
で
、
夜
に
琵
琶
を

聞
い
て
み
ど
り
の
袖
を
濡
ら
し
た
白
楽
天
も
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
は
、
歌
の
「
袖
の
し
が
ら
み
せ
か

ぬ
日
ぞ
な
き
」
を
、
青
衫
を
濡
ら
し
て
泣
い
た
白
楽
天
の
状
態
に
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朝
露（
右
・
為
真
・
四
〇
）

と
い
う
和
歌
に
対
す
る

右
歌
、
紙
燭
五
寸
が
う
ち
に
十
首
な
ど
よ
む
歌
の
心
地
し
は

べ
れ
ば
、
悪
し
良
し
申
す
べ
き
ほ
ど
に
も
は
べ
ら
ざ
め
り
。

（
庭
露
・
六
番
・
四
〇
・
為
真
）

と
す
る
判
詞
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鳥
井
千
佳
子
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
当
時
、「
堀
川
院
御
時
に
二
間
に
て
金
椀
を
打
ち
鳴
ら
さ

せ
給
ひ
て
、
そ
の
響
き
の
う
ち
に
雨
中
瞿
麦
と
い
へ
る
事
を
よ
ま

せ
お
は
し
ま
し
け
る
に
つ
か
う
ま
つ
れ
る
」（『
散
木
奇
歌
集
』

夏
・
三
二
二
詞
書
）と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
わ
れ
）
17
（
た
。
後
に
、

『
明
日
香
井
和
歌
集
』
に
「
紙
燭
一
寸
に
て
読
け
る
歌
の
う
ち
に

月
前
菊
花
を
」（
冬
・
一
四
〇
一
）と
い
う
詞
書
が
あ
り
、『
今
鏡
』

「
春
の
調
」
に
「
朝
夕
に
侍
ふ
人
々
に
、
隠
し
題
詠
ま
せ
、
し
そ

く
の
う
た
、
金
椀
打
ち
て
響
き
の
う
ち
に
詠
め
な
ど
さ
へ
仰
せ
ら

れ
て
」
と
あ
る
か
ら
、
金
椀
の
響
き
と
、
紙
燭
の
溶
け
る
長
さ
の

内
に
和
歌
を
詠
む
と
い
う
こ
と
が
当
時
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
歌
人
と
し
て
の
詠
作
方
法
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

一
方
で
次
は
、
官
人
と
し
て
の
意
識
を
踏
ま
え
て
の
判
詞
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、「
奈
良
花
林
院
歌
合
」
の

秋
の
夜
の
月
の
光
は
か
は
ら
ね
ど
旅
の
空
こ
そ
あ
は
れ
な
り

け
れ（
月
・
一
番
・
左
・
三
一
・
三
郎
君
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、

雑
藝
に
う
た
ふ
歌
に
こ
そ
頗
似
て
侍
な
れ
。（
月
・
一
番
・

三
，
典
拠
と
し
て
の
生
活
―
諧
謔
性
―

　

漢
詩
文
表
現
や
縁
語
表
現
だ
け
で
は
な
い
。
基
俊
の
判
詞
に
は
、

当
時
の
歌
人
や
平
安
人
が
実
際
に
体
験
し
た
で
あ
ろ
う
生
活
の
事

柄
に
基
づ
く
表
現
形
成
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

元
永
二
年
十
月
二
日
「
内
大
臣
家
歌
合
」
の

逢
ふ
事
を
ま
つ
の
汀
に
年
ふ
れ
ば
し
づ
え
に
波
の
か
け
ぬ
日

ぞ
な
き（
右
・
五
七
・
定
信
）

と
い
う
歌
に
対
し
て
、
基
俊
は
判
詞
で
、

ど
た
し
か
に
み
え
侍
る
め
り
、
小
町
が
歌
に
向
か
ひ
た
る
や

う
に
見
給
ふ
る
も
の
か
な
。（
五
番
・
五
七
）

と
す
る
。
そ
の
小
野
小
町
の
作
と
は
、
谷
山
茂
氏
萩
谷
氏
と
も
に
、

心
か
ら
う
き
た
る
船
に
の
り
そ
め
て
ひ
と
日
も
浪
に
ぬ
れ
ぬ

日
ぞ
な
き（
小
町
集
・
二
）

を
指
摘
す
る
）
16
（

が
、
こ
の
小
野
小
町
の
歌
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を

「
歌
に
向
か
う
と
す
る
」
の
も
、
ま
た
特
異
な
言
い
回
し
で
、
諧

謔
的
と
も
い
え
る
表
現
で
あ
る
。
歌
論
に
も
見
ら
れ
な
い
が
、
出

典
を
探
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
先
行
作
品
を
閲
覧
す
る
と

言
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
歌
人
が
取
る
行
動
だ
っ
た
ら
か
ら
で
あ

る
。

　

同
様
に
、
歌
人
と
し
て
の
行
動
と
関
係
す
る
の
が
、
保
安
二
年

「
関
白
内
大
臣
家
歌
合
」
の

み
ど
り
な
る
玉
ぬ
き
ち
ら
す
心
地
し
て
苔
む
す
庭
に
お
け
る
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を
ば
け
が
さ
じ（
恋
・
四
番
・
右
・
五
六
・
顕
仲
）

と
い
う
歌
に
対
す
る
次
の
判
で
あ
る
。

「
逢
ふ
て
ふ
事
に
身
を
ば
け
が
さ
じ
」
と
い
へ
る
、
い
か
に

と
心
得
が
た
し
。「
逢
ふ
と
云
ふ
事
」
い
か
な
る
も
の
な
れ

ば
身
を
ば
け
が
す
べ
き
に
か
。
溝
な
ど
に
落
ち
入
り
た
ら
ん

こ
こ
ち
し
侍
り
。（
恋
・
四
番
・
右
）

　
「
逢
ふ
て
ふ
事
」
が
ど
う
し
て
「
身
を
ば
け
が
さ
じ
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
か
と
し
、
そ
れ
が
「
溝
に
陥
っ
た
よ
う
で
あ
る
と

す
る
。
浅
田
氏
は
こ
れ
に
対
し
て
「
戯
評
的
態
度
」
と
す
）
19
（

る
。
俊

頼
歌
に
「
年
ふ
れ
は
け
か
し
き
溝
に
落
ち
ぶ
れ
て
濡
れ
し
ほ
と
け

ぬ
い
と
を
し
の
み
や
」（『
散
木
奇
歌
集
』「
雑
上
」
一
四
一
八
「
恨

躬
恥
運
雑
歌
百
首　

沙
弥
能
貪
上
」）と
あ
る
か
ら
、
一
応
は
出
典

が
確
認
で
き
る
が
、
生
活
の
中
の
一
齣
を
想
像
し
て
の
表
現
と
考

え
る
方
が
自
然
か
。

結
び
に
代
え
て
―
後
代
へ
の
影
響
―

　

基
俊
の
こ
の
判
詞
に
お
け
る
文
飾
は
、
後
代
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
。
藤
原
俊
成
の
判
詞
に
は
、
例
え
ば
仁
安
元
年
「
中
宮
亮
重

家
朝
臣
家
歌
合
」
に
お
い
て
、

風
体
は
幽
玄
、
詞
義
非
凡
俗〈
風
体
は
幽
玄
、
詞
義
は
凡
俗

に
非
ず
〉（
花
・
二
番
・
左
・
三
）

岩
に
お
ふ
る
松
、
堅
柔
雖
異
、
勝
劣
已
同〈
堅
柔
は
異
な
る

と
雖
も
、
勝
劣
は
已
に
同
じ
〉（
恋
・
十
一
番
・
右
・
一
三

左
）

と
す
る
「
雑
藝
」
と
は
、「
簾
中
よ
り
管
絃
の
御
調
度
を
出
さ
れ

た
り
け
れ
ば
、
則
糸
竹
雑
藝
の
興
も
有
け
り
。
又
和
歌
も
有
け
る

と
か
や
」（『
古
今
著
聞
集
』
巻
九
・
弓
箭
第
十
三
「
延
長
五
年
四

月
内
裏
に
て
小
弓
の
負
態
の
事
」）な
ど
と
あ
る
よ
う
に
俗
楽
を
指

す
。
基
俊
に
は
、
宮
中
で
演
奏
さ
れ
る
雅
楽
や
歌
な
ど
よ
り
も
下

に
位
置
づ
け
る
意
識
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
和
歌
と
は
関
係
な
い
生
活
の
な
か
の
行
事
を
踏
ま
え

る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
永
久
四
年
「
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴

歌
合
」
の

い
つ
と
な
く
同
じ
空
ゆ
く
月
な
れ
ど
今
宵
を
は
れ
と
思
ふ
な

る
べ
し（
八
番
・
風
・
右
・
一
六
・
為
忠
）

と
い
う
和
歌
に
対
し
て
、

右
の
、
こ
よ
ひ
を
は
れ
と
思
ふ
な
る
べ
し
、
と
よ
め
る
こ
そ
、

ま
こ
と
に
を
か
し
う
は
べ
れ
、
月
の
一
条
の
大
路
わ
た
る
に

こ
そ
は
べ
な
れ
。
思
ふ
な
る
べ
し
、
も
、
い
と
い
う
の
こ
と

ば
に
も
あ
ら
ね
。（
八
番
・
風
・
右
）

と
す
る
一
条
大
路
は
賀
茂
の
祭
り
、
葵
祭
り
が
行
わ
れ
る
場
所
で
、

安
井
重
雄
氏
は
、『
源
氏
物
語
』「
葵
」
の
車
争
い
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
）
18
（

る
。

　

諧
謔
的
な
表
現
の
最
た
る
も
の
が
、
元
永
二
年
十
月
二
日
「
内

大
臣
家
歌
合
」
の

い
の
る
ら
ん
神
の
た
た
り
は
な
さ
る
と
も
逢
ふ
て
ふ
事
に
身
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と
い
う
番
に
、

末
に
「
栖
に
は
せ
め
」
と
い
ひ
果
て
ら
れ
た
る
ほ
ど
も
、
余

情
足
ら
ず
や
あ
ら
ん
。
な
ほ
「
波
の
白
木
綿
」
は
歌
の
様
丈

勝
り
て
や
。

と
し
て
、
左
歌
の
「
様
の
丈
」
が
勝
っ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
右

歌
の
「
栖
に
は
せ
め
」
と
い
う
句
へ
の
評
で
あ
る
「
余
情
足
ら

ず
」
の
「
足
ら
ず
」
と
関
連
さ
せ
、
さ
ら
に
右
歌
の
「
白
木
綿
」

と
を
響
か
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
基
俊
の
判
詞
そ
の
も

の
で
あ
る
。

　
「
千
五
百
番
歌
合
」
に
お
け
る
漢
詩
句
に
擬
し
た
藤
原
良
経
の

七
句
判
は
そ
の
俊
成
の
形
式
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

同
歌
合
で
藤
原
定
家
が
、

秋
の
虫
の
手
玉
も
ゆ
ら
に
織
る
機
を
誰
き
て
見
よ
と
野
辺
の

夕
暮
れ（
秋
四
・
七
五
一
番
・
左
・
一
五
〇
〇
・
女
房
）

月
は
こ
れ
哀
れ
を
人
に
尽
く
さ
て
西
へ
遂
に
は
誘
ふ
な
り
け

り（
秋
四
・
七
五
一
番
・
右
・
一
五
〇
一
・
釈
阿
）

と
す
る
番
の
判
に
、

左
、
秋
虫
仮
機
婦
札
札
之
声
、
晩
野
感
行
人
悠
悠
之
望
。
詞

雖
為
塞
北
秋
雁
之
行
、
心
深
於
江
南
春
水
之
色
。
其
義
偏
慣

于
上
世
、
其
体
又
超
于
中
古〈
左
、
秋
虫
は
機
婦
の
札
札
の

声
を
仮
り
、
晩
野
は
行
人
を
し
て
悠
悠
の
望
に
感
ぜ
し
む
。

詞
は
塞
北
秋
雁
の
行
た
り
と
雖
も
、
心
は
江
南
春
水
の
色
よ

り
も
深
し
。
其
の
義
は
偏
に
上
世
に
慣
ひ
、
其
の
体
又
中
古

四
）

左
歌
、
銀
漢
雲
尽
秋
月
澄
澄
、
沙
庭
霜
凝
冬
氷
凜
凜
。
見
其

文
体
、
已
以
詩
篇
、
心
匠
之
至
尤
可
翫
之〈
左
の
歌
、
銀
漢

に
雲
尽
き
秋
の
月
は
澄
澄
、
沙
庭
に
霜
凝
り
冬
の
氷
は
凜
凜
。

其
の
文
体
見
て
、
已
に
詩
篇
を
以
て
、
心
匠
の
至
り
尤
も
翫

ぶ
べ
し
〉（
月
・
四
番
・
六
三
）

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
対
句
が
散
見
し
、
特
に
「
銀
漢
雲
尽
秋
月
澄

澄
、
沙
庭
霜
凝
冬
氷
凜
凜〈
銀
漢
に
雲
尽
き
秋
の
月
は
澄
澄
、
沙

庭
に
霜
凝
り
冬
の
氷
は
凜
凜
〉」
と
す
る
漢
詩
風
の
判
詞
は
、
明

ら
か
に
、

蔓
草
露
深
人
定
後
、
終
霄
雲
尽
月
明
前〈
蔓
草
露
深
し
人
定

ま
り
て
後
、
終
宵
雲
尽
き
ぬ
月
の
明
ら
か
な
る
前
〉（『
和
漢

朗
詠
集
』「
秋
夜
」
小
野
篁
「
秋
夜
詣
祖
廟
詩
」）

秦
甸
之
一
千
余
里
、
凜
凜
氷
鋪
。
漢
家
之
三
十
六
宮
、
澄
澄

粉
餝〈
秦
甸
の
一
千
余
里
、
凜
々
と
し
て
氷
鋪
け
り
。
漢
家

の
三
十
六
宮
、
澄
澄
と
し
て
粉
を
餝
れ
り
〉（『
和
漢
朗
詠
集
』

「
八
月
十
五
夜
付
月
」
公
乗
億
「
長
安
十
五
夜
人
賦
」）

と
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
表
現
の
切
り
貼
り
で
あ
る
。

　

縁
語
的
表
現
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、

う
ち
よ
す
る
五
百
重
の
波
の
白
木
綿
は
花
知
る
里
の
と
遠
目

な
り
け
り（
花
・
二
番
・
左
・
三
・
隆
季
）

散
り
散
ら
ず
お
ぼ
つ
か
な
き
に
花
ざ
か
り
木
の
も
と
を
こ
そ

栖
に
は
せ
め（
花
・
二
番
・
右
・
四
・
三
河
）
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く
や
侍
ら
む
。（
秋
四
・
七
百
五
十
二
番
）

と
し
て
両
歌
の
表
現
を
引
い
て
、「
時
雨
に
う
つ
ろ
ひ
、
秋
に
あ

へ
ぬ
色
、
い
づ
れ
を
深
し
と
わ
き
ま
へ
が
た
く
」
と
す
る
こ
と
も
、

ま
た
さ
ら
に
、

紅
の
色
に
ぞ
波
も
た
つ
た
河
紅
葉
の
淵
を
堰
か
け
し
よ
り

（
秋
四
・
七
百
五
十
五
番
・
左
・
一
五
〇
八
・
公
経
）

ひ
と
り
寝
る
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
に
霜
お
き
ま
よ
ふ
床
の

月
影（
秋
四
・
七
百
五
十
五
番
・
右
・
一
五
〇
九
・
定
家
）

と
い
う
番
に
対
す
る
判
で
、

山
鳥
の
し
だ
り
尾
、
床
の
月
影
な
ど
、
霜
夜
の
長
き
思
ひ
、

詞
足
ら
ぬ
所
多
く
心
も
わ
か
れ
が
た
く
侍
る
め
り
。
紅
の
波
、

紅
葉
の
淵
は
ま
こ
と
に
深
く
思
ひ
入
れ
て
心
の
色
も
染
め
増

し
て
こ
そ
侍
ら
め
。

と
し
て
、
左
の
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
「
心
の
色
も
染
め
増
し

て
」
と
し
て
左
を
勝
ち
に
す
る
の
も
、
と
も
に
縁
語
的
表
現
を
勝

敗
の
判
詞
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
俊
成
の
影
響

で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
は
ま
た
基
俊
か
ら
の
流
れ
で
あ
る
。

　

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
の
歌
合
判
詞
に
お
け
る
表
現

の
広
が
り
を
先
導
し
た
の
は
、
藤
原
基
俊
で
あ
っ
た
。

注（1
）　
『
平
安
朝
歌
合
大
成　
﹇
増
補
新
訂
﹈　

三
』）（
一
九
九
六
年
・

同
朋
舎
出
版
）。

に
超
え
た
り
〉（
秋
四
・
七
五
一
番
）

右
、
寄
瞻
望
於
秋
月
、
凝
観
念
於
西
天
許
也
。
幽
玄
之
詞
、

雖
頗
異
他
、
勝
負
之
思
、
更
難
及
左
者
歟〈
右
、
瞻
望
を
秋

月
に
寄
せ
、
観
念
を
西
天
に
擬
す
る
許
な
り
。
幽
玄
の
詞
、

頗
る
他
に
異
な
る
と
雖
も
、
勝
負
の
思
ひ
、
更
に
左
に
及
び

難
き
者
か
〉（
秋
四
・
七
五
一
番
）

と
す
る
こ
と
も
対
句
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
右
の

「
寄
瞻
望
於
秋
月
」
も
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
、

南
翔
北
嚮
、
難
付
寒
温
於
秋
雁
。
東
出
西
流
、
亦
寄
瞻
望
於

緊
月〈
南
に
翔
り
北
に
嚮
ふ
、
寒
温
を
秋
の
雁
に
付
け
が
た

し
。
東
に
出
で
西
に
流
る
、
亦
瞻
望
を
緊
月
に
寄
す
〉（『
和

漢
朗
詠
集
』「
恋
」
大
江
朝
綱
「
九
条
右
丞
相
報
呉
越
王
之

書
」）

と
あ
る
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

秋
は
な
ほ
葛
の
裏
風
恨
み
て
も
と
は
ず
か
れ
に
し
人
ぞ
恋
し

き（
秋
四
・
七
百
五
十
二
番
・
左
・
一
五
〇
二
・
良
経
）

と
ふ
人
も
嵐
吹
き
そ
ふ
秋
は
来
て
木
の
葉
に
う
づ
む
宿
の
道

芝（
秋
四
・
七
百
五
十
二
番
・
右
・
一
五
〇
三
・
俊
成
女
）

と
い
う
番
に
対
し
て
、
持
と
す
る
判
に
、

両
首
歌
、
秋
の
あ
は
れ
を
つ
く
し
て
恋
の
心
に
か
よ
へ
り
。

左
は
真
葛
の
風
を
恨
み
て
か
れ
に
し
人
を
恋
ひ
、
右
は
木
の

葉
の
嵐
に
む
か
ひ
て
埋
も
る
る
跡
を
思
へ
り
。
時
雨
に
う
つ

ろ
ひ
、
秋
に
あ
へ
ぬ
色
、
い
づ
れ
を
深
し
と
わ
き
ま
へ
が
た
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年
・
汲
古
書
院
）と
い
う
論
文
が
あ
る
。

（
11
）　

萩
谷
氏
は
「
同
感
で
き
る
」
と
し
て
、
鈴
木
徳
男
氏
は
「
右

歌
が
勝
ち
で
あ
る
こ
と
を
い
う
」
と
す
る（『
王
朝
歌
合
集
』
和
歌

文
学
大
系
47
・
明
治
書
院
・
二
〇
一
八
年
）。

（
12
）　
「
い
ま
少
し
高
く
」
と
「
鷹
の
木
居
」
の
関
係
は
浅
田
氏
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　
「
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
」
の
判
詞
に
対
し
て
安
井
重
雄

氏
は
「
明
る
く
さ
や
か
な
今
宵
の
月
光
で
も
、
左
右
両
首
の
判
定

が
困
難
で
勝
負
が
見
定
め
が
た
い
と
洒
落
た
」
と
す
る（『
王
朝
歌

合
集
』
和
歌
文
学
大
系
47
・
明
治
書
院
・
二
〇
一
八
年
）。

（
14
）　

鈴
木
徳
男
氏
は
「
左
歌
が
優
れ
て
い
る
の
を
一
し
ほ
染
め
ま

さ
っ
て
親
し
み
た
く
な
る
と
、
染
色
に
関
す
る
縁
語
で
述
べ
る
」

と
し（『
王
朝
歌
合
集
』
和
歌
文
学
大
系
47
・
明
治
書
院
・
二
〇
一

八
年
）、
鳥
井
千
佳
子
氏
は
「「
紫
」
を
詠
ん
だ
左
の
歌
の
ほ
う
が

ま
さ
っ
て
い
る
と
い
う
意
。「
一
し
ほ
」
は
染
色
用
語
で
、
紫
色

に
染
め
る
と
い
う
言
葉
の
縁
で
用
い
て
い
る
」
と
す
る（『
忠
通
家

歌
合
新
注
』
新
注
和
歌
文
学
叢
書
18
・
青
簡
舎
・
二
〇
一
五
年
）。

（
15
）　

注
1
萩
谷
書
な
ど
。

（
16
）　

谷
山
氏
は
注
7
書
で
、
朴
谷
氏
は
注
1
書
。

（
17
）　

注
14
書
。

（
18
）　

注
13
書
。

（
19
）　

注
4
論
文
。

 

（
お
の　

や
す
お
／
本
学
教
授
）

（
2
）　
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期（
一
）―
序
説
・
前
史

―
」（「
文
芸
と
批
評
」
第
八
巻
―
第
三
号
・
一
九
九
六
年
五
月
）。

（
3
）　
「
藤
原
基
俊
の
歌
合
判
詞
と
和
歌
体
十
種
」（
愛
知
県
立
女
子

大
学
「
説
林
」
一
〇
号
・
一
九
六
三
年
一
月
）。

（
4
）　
「
歌
合
判
詞
史
に
お
け
る
白
河
院
政
期（
二
）―
藤
原
基
俊
の

判
詞
―
」（「
文
芸
と
批
評
」
第
八
巻
―
第
五
号
・
一
九
九
七
年
五

月
）。

（
5
）　

歌
合
本
文
は
国
歌
大
観
お
よ
び
萩
谷
朴
氏
の
『
平
安
朝
歌
合

大
成
』
に
よ
り
、
朗
詠
集
は
佐
藤
道
生
氏
柳
澤
良
一
氏
『
和
漢
朗

詠
集　

新
撰
朗
詠
集
』（
和
歌
文
学
大
系
47
・
明
治
書
院
・
二
〇
一

一
年
）に
よ
っ
た
。

（
6
）　

萩
谷
氏
は
こ
の
追
判
に
対
し
て
「
痛
烈
な
皮
肉
」
と
す
る
が

（『
歌
合
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
年
）、

基
俊
は
い
た
っ
て
真
面
目
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
7
）　

安
井
重
雄
氏
に
「
俊
成
判
詞
の
「
不
可
庶
幾
」
と
い
う
評
語

に
つ
い
て
」〈『
藤
原
俊
成　

判
詞
と
歌
語
の
研
究
』〈
笠
間
書
院
・

二
〇
〇
六
年
〉と
い
う
論
が
あ
る
。

（
8
）　
『
新
撰
朗
詠
集
全
注
釈　

一
』（
新
典
社
・
二
〇
一
一
年
）

（
9
）　

今
井
昌
子
氏
「「
多
賀
切
」
か
ら
「
新
撰
朗
詠
集
」
へ
―
詩

題
注
記
と
「
付
」
項
目
を
手
掛
か
り
に
―
」（「
百
舌
鳥
国
文
」
六

号
・
一
九
八
六
年
）田
中
幹
子
氏
「
多
賀
切
基
俊
の
『
和
漢
朗
詠

集
』
学
習
に
つ
い
て
―
「
多
賀
切
」
詩
題
注
か
ら
の
考
察
―
」

（「
中
古
文
学
」
六
六
号
・
二
〇
〇
〇
年
）。

（
10
）　

工
藤
重
矩
氏
に
「
平
安
朝
漢
詩
文
に
お
け
る
縁
語
掛
詞
的
表

現
」（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
3
『
中
古
文
学
と
漢
文
学
』
一
八
八
六




